
平成２８年度 定例第２回理事会 議事録メモ 
期 日 平成２７年１２月１７日(土)１０：３０～ 

場 所 正田醤油スタジアム群馬 会議室 

１ 開  会  

 

２ あいさつ 海野副会長 

 今年度のトラックシーズンが終わり、各カテゴリで活躍した。駅伝シーズンになり、本

県チームの活躍が期待される。 

 

３ 出席確認      理事総数５９名 出席４３名、委任１５名 計５８名 

 

４ 報告事項 

（１）日本陸連・関東陸協・実業団連合関係（理事長） 

 日本陸連）１月５日に日本陸連関東地区連絡協議会がある。 

 関東陸協）関東選手権時に関東陸協理事会があり、前半の報告と後半の予定、来年度の

予定等を確認した。１月５日に理事会が開催される。 

  

（２）各委員会報告事項 

① 競技委員会（審判部長） 

  ・Ｓ級審判員の申請について 

  H29年度S級審判員の昇格申請は、１名の申請を行った。 

  来年度も早めの申請になるので、準備をお願いしたい。 

  

② 強化委員会（強化委員長） 

  ・第７１回国民体育大会について 

   昨年に引き続き入賞を目指したが、今年度は、１２位だった。今後も少年種目の 

   強化を進めていきたい。 

  ・東日本女子駅伝競走大会について 

  実業団選手なしでの１２位であるので、今後につながると考えている。 

③ 普及委員会（普及委員長） 

  ・全国小学生クロカンリレー交流大会について 

   １２月１１日大阪にて開催された。１２位という結果であった。 

  ・普及育成会議 

   来年度から、小学生交流大会における監督コーチ４名、クロスカントリーリレー 

   では２名の資格取得者が出場資格として必要になった。 

  ・ライスカップのチーム数を増やす方策として、区割りの変更がある。競技場の改修

の関係で補助競技場発着となる。 

（３）全日本実業団駅伝競走大会について（理事長） 

  ・９月に５者会議、１１月に全体会議があった。群馬陸協は本日午後全体会議を開 

   催する。２６日から群馬陸協本部を開設する。今年度から、走路員のはりつけを 

  中継所付近のコントロールを重視した配置を行う。中継所周辺の管理をお願いし  

 たい。 

 

（４）群馬県１００Ｋｍ駅伝競走大会について（理事長） 

  １１月２４日に通貨市町村、チーム会議を行った。参加資格の中で、他県の大学に 行

っている選手については、出場認知書をとって出場できることになっていたが、一 般、

高校生の選手についても同様に出場認知書をとって出場できることとした。優秀 な選手



が走ることはいいことであると考えている。 

 質問：桐生）代表者会議で決めたのであればいいと思うが、その後の通知では納得で き

ると思う。今年度は同じものであってほしい。 

（理事長）１１月の会議は打ち合わせ会議という位置づけである。、 

（質問：太田）１２月に第６６回要項の訂正についてという文書がでている。他県登録 の

選手がでていいという話がでた。要項の変更であるので、話の手続きをとおしてや って

ほしいがいかがか。 

 

（５）中体連・高体連 

 ・中体連 

 ・県、関東駅伝競走の結果である。 

 ・ジュニアオリンピックで大類中の不破が優勝した。 

 ・前橋市総合運動公園で来年度関東駅伝が行われる。 

 ・男子富士見中、女子中之条中が明日の全国中学駅伝に出場する。 

 ・高体連（高体連委員長） 

 ・来年度インターハイは山形である。インターハイ新種目 女子棒高跳、三段跳、ハ ン

マー投が追加される。関東大会上位４名の出場である。 

 ・来年度関東高校は千葉、関東新人は東京、関東駅伝は山梨で開催される。 

 ・日本陸連オリンピックチャレンジ事業に農大二高の白尾、新島学園の有坂、外処が 選

ばれている。 

 ・日韓長距離合宿に太田東の塩田が選出された。 

 ・来年度の県高校駅伝のコース変更があるので、地図を掲載した。 

 ・全国高校駅伝２５日に男子農大二高、女子常磐高校が出場する。 

（６）その他 

 ・国別対抗デカネーション大会の結果を掲載した。 

 ・１１月３０日から１２月５日まで、高崎市、前橋市、群馬県、群馬陸協のめんばー で

国際陸連総会の開催されるモナコへ、２０２０年オリンピックキャンプ誘致を行っ てき

た。群馬県も海外指導者の招聘事業等の予算がつくかもしれないので、海外との 交流事

業が立ち上げられるかもしれない。 

 

議長選出 海野副会長 議長就任 

 

５ 協議事項 

 第１号 栄章並びに諸表彰について（総務委員長） 

 ・群馬陸協関係 

  功労賞 ３名 佐藤（利根）、安達（育英）、村田（館林） 

  勲功章 １０名 

  最優秀選手賞 塩尻 

  会長賞 １８名 

  優秀指導者賞 のべ９名 

 

 ・日本陸連関係（推薦候補） 

  秩父宮章 太田（前橋） 

  高校優秀指導者賞 齋藤（農大二高） 

  中学優秀指導者賞 中山（高南中） 

  高校優秀選手賞 白尾（農大二高） 

  中学優秀選手賞 古沢（新町中） 



 ・関東陸協 

  功労賞 阪西（安中） 

  感謝状 ３名 

 

 ・県スポーツ協会関係 

  功労賞 須藤（高崎） 

  最優秀指導者  ７名 

  最優秀選手  １２名 

  優秀選手   １２名 

  ジュニアスポーツ奨励  １９名 

  中学男女、高校男女駅伝により、増える可能性がある。 

                              承認 

 

 第２号 平成２９年度行事日程（競技日程）について（競技運営委員長） 

  ６月 県記録会はメインと補助競技場を使って行っているが、関東高校ラグビー大 

 会があるので、種目を絞って行う。アップ会場がなくなるので要項を検討する。 

  ７月 高等専門学校関東甲信越地区大会 

  ９月 国公立２６大学対抗戦 

 １０月 秋季記録会の出場者が少ないので、来年度は開催しない方向で調整する。 

   利用調整会議が今後行われる。ザスパ草津との調整も進んでいるが、今後も調整 

 が必要となる場合がある。 

   各クラブ開催の大会についても、決まったら報告してほしい。 

   桐生市営競技場も来年度１０月から全面改修が行われるため使えない。 

   来年度は、各会場の改修がありそうなので、調整を行ってほしい。 

   障がい者の大会についてもご協力をお願いしたい。 

                               承認 

   

 第３号 専門委員会提案事項 

１）総務委員会 平成２９年群馬陸上競技年鑑について（総務委員長） 

    趣意書をお配りするので、よろしくお願いします。 

                           承認 

 

  ２）強化委員会 都道府県対抗駅伝選手選考について（強化委員長） 

選考会があり、案のとおり出場する。 

                           承認 

 

 第４号 平成２９・３０年度群馬陸協役員について 

  ・次期会長について、中曽根弘文氏を推薦したい。  

                               承認 

 

 第５号 その他 

  ○１００ｋｍ駅伝要項について（太田、桐生） 

  ・今年度については、実業団選手についても登録をし直して出場していただきたい。 

  →出場認知書をとって出場させることは、ルール上認められているので要項になく 

 ても運営側としては拒めない。１月の代表者会議で話をさせていただく。 

  →要項の出場要件にあっていれば、ルール上認められていることについて（出場認 

 知書を提出する）は出場を拒めない。 



  ・今回は、申し合わせ事項として、出場認知書による出場を見合わせてほしい。 

  →手順が遅かったが、いいものは早く行ったらいかがか。 

  ・申込が早い。選手に親切ではないのではないか。 

  →来年度以降は、エントリ選手内で区間変更も認められるように検討したい。 

  →今年度は、従前どおりの要項のままでいきたい。出場認知書の提出があれば出場 

 を認める。 

  ・県民大会のように登録なくても１００ｋｍ駅伝に出られるようにしてほしい。 

  →検討します。 

 

６ 諸連絡 

 ・NY駅伝全体会議について午後よろしくお願いします。（事務局） 

 ・来年度関東甲信地区高等高専大会よろしくお願いします。（高専） 

 

７ 閉会 

 


